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トーチジンジャーのはなし 2021.04.07 

トーチジンジャー、なかなかの個性的な花ですね。ショウガ科エトリンゲア属の多年草

で、インドネシアからマレーシアあたりの熱帯アジアを原産です。今、温室に入口の「あ

ずまや」の右側に咲いています。トーチとは松明のこと。世間で話題になっている聖火リ

レーのトーチに似ていますよね。今年は小ぶりですが、大きいものだと 2～3ｍにもなる

そうです。その姿からはちょっと想像しづらいですが、原産地では、果実は生食で、若い

花序は香味野菜として、種子は香辛料として使われているそうです。ちなみに調べてみる

と、クチョンブランと呼ばれて、料理に使うのは若い花序の部分、爽やかな香りとレモン

のような酸味、ショウガのような辛味があるそうです。サンバルマタや炒め物、ペチェル

の具材、ナシゴレンなどに使われると書いてありました。興味のある方は調べてみてくだ

さいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


